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Ⅲ

Ⅲ．大学諸制度（授業関連基本ルール）①

１．年度、学期（セメスター）、クォーターについて
本学では、大学学則に基づいて、下表のとおり春学期と秋学期の２学期（セメスター）制を採用してい

ます。また、一部の科目においては、学期を２分割したクォーターごとに授業期間を設定しています。

年度（４月１日～翌年３月31日まで）
春学期（４月１日～９月19日） 秋学期（９月20日～翌年３月31日）

第１クォーター 第２クォーター 第３クォーター 第４クォーター

年度によって授業実施日、および各クォーター開始日・終了日は異なります。「Ⅰ．授業スケジュール・
履修登録スケジュール」を参照してください。

２．授業時間帯
本学における授業は１時限（１コマ）90分とし、授業・試験等の時間帯は次のとおりです。

（１） 通常授業、定期試験・中間試験、補講、集中講義（夏季・冬季・春季休業期間以外）

西宮上ケ原・
西宮聖和・神戸三田

第１時限 9：00 ～ 10：30
チャペルアワー 10：30 ～ 11：00

第２時限 11：00 ～ 12：30
昼休み 12：30 ～ 13：30
第３時限 13：30 ～ 15：00
第４時限 15：10 ～ 16：40
第５時限 16：50 ～ 18：20

（２） 夏季・冬季・春季休業期間中の集中講義 （３） 追試験

西宮上ケ原・
西宮聖和・神戸三田

第１時限 9：00 ～ 10：30
チャペルアワー ―

第２時限 10：40 ～ 12：10
昼休み 12：10 ～ 13：10
第３時限 13：10 ～ 14：40
第４時限 14：50 ～ 16：20
第５時限 16：30 ～ 18：00

西宮上ケ原・
西宮聖和・神戸三田

第１時限 9：00 ～ 10：00
チャペルアワー ―

第２時限 10：20 ～ 11：20
昼休み 11：20 ～ 12：20
第３時限 12：20 ～ 13：20
第４時限 13：40 ～ 14：40
第５時限 15：00 ～ 16：00
第６時限 16：20 ～ 17：20

３．授業時間と単位の関係
（１） 授業時間について

本学では１時限（１コマ）の授業時間を90分（実時間）と定めます。また、各学期につき12週のコア
ウィークスとフレックスアワーズを組み合わせて授業を実施します。そのため、例えば週１回２単位の講
義科目の場合、各学期における合計授業時間数は、「90分×12週（コアウィークス）」＋「270分（フレッ
クスアワーズ）」＝1,350分（実時間）が基本となります。

（２） 授業の単位数について
本学では、単位制がとられています。なお、単位数については、大学設置基準において「一単位の授業

科目を四十五時間の学修を必要とする内容をもつて構成することを標準」とする旨、定められています。
上記の大学設置基準に従い、本学では、学則第18条において次のとおり定めています。
「各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを
標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、原則と
して次の基準によって計算する。
１ 講義科目及び演習科目については15時間の授業をもって１単位とする。
２ 言語教育科目、実験科目、実習科目及び実技科目については、30時間の授業をもって１単位とする。」

４．学修時間
（１） 必要な学修時間について

前項の「１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内容をもって構成することを標準とし」との
記載から、１単位の授業科目に必要な学修時間は、45時間であり、２単位の授業科目に必要な学修時間
は、90時間であることが分かります。
また、いずれの授業科目も、必要な学修時間を授業時間だけで満たすことはできませんので、本学の学

生は、授業への出席（授業時間）のみならず、授業時間外に予習・復習等を行うこと（授業外学修）によっ
て、各授業科目の「必要な学修時間」を確保しなければなりません。

（２） 授業外学修時間について
前項・本項の説明および下表のとおり、授業科目の種類ごとに「必要な学修時間」が定められ、結果と

して授業科目の種類ごとに必要な「授業外学修時間」が決まります。なお、各授業科目の種類において求
められる授業外学修の内容は、シラバス（後述「10．シラバス」参照）の「授業外学修」欄に記載され
ていますので、必ずシラバスを参照の上、各自で学修を進めてください。

〈授業科目の種類ごとの授業外学修時間例〉

授業科目の種類 必要な学修時間 授業時間※ 授業外学修時間
週１回開講１単位
の言語教育科目

１単位×45時間
＝45時間

１単位×30時間
＝30時間

45時間－30時間＝15時間
→ 約１時間/週の授業外学修が必要

週１回開講２単位
の講義科目

２単位×45時間
＝90時間

２単位×15時間
＝30時間

90時間－30時間＝60時間
→ 約４時間/週の授業外学修が必要

※授業時間について
学則において、１単位あたりの授業時間は「講義科目・演習科目については15時間、言語教育科目、

実験科目、実習科目及び実技科目については30時間」と定められています。上表での時間数算出にお
いては、実際の授業時間ではなく、学則に定めている１単位あたりの授業時間を使って算出しています。
つまり、２単位の講義科目の場合、90時間に相当する内容の学修が必要となり、授業時間の30時間

に加え、授業時間以外に約60時間に相当する内容の学修を行う必要があります。例えば、14週に渡っ
て授業を実施する科目の場合、毎回約４時間程度の内容に相当する授業外学修（予習・復習等）が必要
となります。
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